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まとめ資料比較表 〔第 11条 安全避難通路等〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

相違No. 相違理由

① 設置許可の内容を記載している

② 必要な作業場所の抽出結果の相違

③ 非常用電源に接続している照明のみ記載

④ 島根は非常用ディーゼル発電機から受電可能

⑤ 東海第二は蓄電池内蔵型照明等の作業用照明を設置しているのに対し，島根は非常用照明，電源内蔵型照明の他に可搬型照明も用いる

　比較表において，相違理由を類型化したものについて以下にまとめて記載する。下記以外の相違については，備考欄に相違理由を記載する。

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第11 条：安全避難通路等について 

＜目 次＞ 

1．基本方針

1.1 要求事項の整理 

1.2 適合のための基本方針 

1.2.1 設置許可基準規則第11 条第1 項及び第2 項に対する基本

方針 

2．追加要求事項に対する適合方針 

2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

2.2 作業用照明の設計方針 

2.3 可搬型照明の設計方針 

3．別紙 

別紙1 現場操作の確認結果について 

別紙2 新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の

安全避難通路等について（設置許可基準規則第11 条第1 

項及び第2 項への適合性） 

4．別添 

別添 柏崎刈羽原子力発電所6 号及び7 号炉 

運用，手順説明資料 

安全避難通路等 

第 11条 安全避難通路等 

<目 次> 

1. 基本方針

1.1 要求事項の整理 

1.2 追加要求事項に対する適合性 

1.3 気象等 

1.4 設備等（手順等含む） 

2. 安全避難通路等

2.1 設置許可基準規則第 11 条第 1 項第 1 号及び第 2 号に対す

る方針 

2.2 設置許可基準規則第 11 条第 1 項第 3 号（追加要求事項）

に対する方針 

2.2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

2.2.2 作業用照明の設計方針 

2.2.3 可搬型照明の設計方針 

  別紙 2 現場操作の確認結果について 

  別紙 1 新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追

加設備の安全避難通路等について（設置許可基

準規則第 11条第 1項第 1号及び第 2号への適合

性） 

3. 運用,手順説明資料

（別添資料）安全避難通路等

第11 条：安全避難通路等 

＜目 次＞ 

1. 基本方針

1.1 要求事項の整理 

1.2 適合のための基本方針 

1.2.1 設置許可基準規則第 11 条第 1 項及び第 2 項に対する

基本方針 

2. 追加要求事項に対する適合方針

2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

2.2 作業用照明の設計方針 

2.3 可搬型照明の設計方針 

3. 別紙

別紙１ 現場操作の確認結果について 

別紙２ 新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備

の安全避難通路等について（設置許可基準規則第 11条

第 1項及び第 2項への適合性） 

4. 別添

別添 島根原子力発電所２号炉 

運用，手順説明資料 

安全避難通路等 

・記載内容の相違

【東海第二】 

設置許可の内容を記

載している 

（以下，①の相違） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

＜概  要＞ 

1．において，設計基準対処施設の設置許可基準規則，技術基準

規則の要求事項を明確化するとともに，それら要求に対する

東海第二発電所における適合性を示す。 

2．において，設計基準対処施設について，追加要求事項に適合

するために必要となる機能を達成するための設備又は運用等

について説明する。 

3．において，追加要求事項に適合するための運用，手順等を抽

出し，必要となる対策等を整理する。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

1. 基本方針

1.1 要求事項の整理 

安全避難通路等について，設置許可基準規則第11 条及び技術

基準規則第13 条において，追加要求事項を明確化する（第1 

表）。 

第1 表 設置許可基準規則第11 条及び技術基準規則第13 条 

要求事項 

1. 基本方針

1.1 要求事項の整理 

  安全避難通路等について，設置許可基準規則第 11条及び技術

基準規則第 13 条において，追加要求事項を，第 1.1－1 表に示

す。 

第 1.1－1表 設置許可基準規則第 11条及び技術基準規則第 13条 

要求事項 

1. 基本方針

1.1 要求事項の整理 

安全避難通路等について，設置許可基準規則第 11条及び技術

基準規則第 13条において，追加要求事項を明確化する。 

（第 1.1表） 

第1.1表 設置許可基準規則第11条及び技術基準規則第13条 

要求事項 

4



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

1.2 追加要求事項に対する適合性 

(1) 位置，構造及び設備

ロ 発電用原子炉施設の一般構造

(3) その他の主要な構造

  (ⅰ) 本発電用原子炉施設は，(1)耐震構造，(2)耐津波構造

に加え，以下の基本的方針のもとに安全設計を行う。 

ａ．設計基準対象施設 

(f) 安全避難通路等

発電用原子炉施設には，その位置を明確かつ恒久

的に表示することにより容易に識別できる安全避難

通路及び照明用の電源が喪失した場合においても機

能を損なわない避難用照明を設ける設計とする。 

設計基準事故が発生した場合に用いる作業用照明

として，非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵型

照明を設置する設計とする。非常用照明は非常用低

圧母線，直流非常灯は蓄電池（非常用）に接続し，

非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設

計とするとともに，蓄電池内蔵型照明は常用低圧母

線又は非常用低圧母線に接続し，内蔵蓄電池を備え

る設計とする。 

【説明資料（2.:11条－8～25）】 

(2) 安全設計方針

1. 安全設計

1.1 安全設計の方針 

1.1.1 安全設計の基本方針 

1.1.1.11 安全避難通路等 

  発電用原子炉施設には，標識を設置した安全避難通路，避

難用及び設計基準事故が発生した場合に用いる照明，通信連

絡設備を設ける設計とする。 

【説明資料（2.:11条－8～25）】 

・記載内容の相違

【東海第二】 

①の相違
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

(3) 適合性説明 

第十一条 安全避難通路等 

 発電用原子炉施設には、次に掲げる設備を設けなければなら

ない。 

 一 その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易に

識別できる安全避難通路 

 二 照明用の電源が喪失した場合においても機能を損なわな

い避難用の照明 

 三 設計基準事故が発生した場合に用いる照明（前号の避難

用の照明を除く。）及びその専用の電源 

 

適合のための設計方針 

第１項第１号について 

 発電用原子炉施設の建屋内には避難通路を設ける。また，避

難通路には必要に応じて，標識並びに非常灯及び誘導灯を設け，

その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別で

きる設計とする。 

 

第１項第２号について 

 非常灯及び誘導灯は，非常用ディーゼル発電機，蓄電池又は

灯具に内蔵した蓄電池により，照明用の電源が喪失した場合に

おいても機能を損なわない設計とする。 

 

第１項第３号について 

 設計基準事故が発生した場合に用いる作業用照明として，避

難用の照明とは別に，非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵

型照明を設置する設計とする。 

 非常用照明は，発電用原子炉の停止，停止後の冷却及び監視

等の操作が必要となる中央制御室及び中央制御室で操作が困難

な場合に必要な操作を行う中央制御室外原子炉停止装置等に設

置する。また，外部電源喪失時にも必要な照明が確保できるよ

うに非常用低圧母線に接続し，非常用ディーゼル発電機からも

電力を供給する設計とする。 

 直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時

から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代替

交流電源設備から開始される前までに必要な操作を実施する中

央制御室及び電気室等に設置する。直流非常灯は，蓄電池（非

常用）に接続し，非常用ディーゼル発電機からも電力を供給す
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

る設計とするほか，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対

処するために必要な電力の供給が常設代替交流電源設備から開

始される前までの間，点灯可能な設計とする。蓄電池内蔵型照

明は，全交流動力電源喪失時においても重大事故等に対処する

ために必要な電力の供給が常設代替交流電源設備から開始され

る前までの間，点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とす

る。 

 作業用照明は，設計基準事故が発生した場合に必要な操作が

行えるように非常灯と同等以上の照度を有する設計とする。 

 設計基準事故に対応するための操作が必要な場所には，作業

用照明を設置することにより作業が可能であるが，万一，作業

用照明設置箇所以外での対応が必要になった場合には，初動操

作に対応する運転員が常時滞在している中央制御室及び廃棄物

処理操作室に配備する可搬型照明（内蔵電池にて点灯可能なＬ

ＥＤライト等）を活用する。 【説明資料（2.2:11条－8～25）】 

 

1.3 気象等 

該当なし 

 

1.4 設備等（手順等含む） 

10. その他発電用原子炉の附属施設 

10.11 安全避難通路等 

10.11.1 概要 

  照明用電源は，所内低圧系統より，原子炉建屋内，タービン

建屋内及びサービス建屋内の照明設備へ給電する。 

  中央制御室及びその他必要な場所の非常灯及び誘導灯は，常

用母線又は非常用母線から給電するとともに，照明用の電源が

喪失した場合には非常用ディーゼル発電機，蓄電池又は内蔵蓄

電池から給電する。 

【説明資料（2.2:11条－13）】 

  設計基準事故が発生した場合に用いる作業用照明として，非

常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明を設置する。非常

用照明は，非常用低圧母線，直流非常灯は，蓄電池（非常用）

に接続し，非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設

計とするとともに，蓄電池内蔵型照明は，常用母線又は非常用

母線に接続し，内蔵蓄電池を備える設計とする。 

【説明資料（2.2:11 条－8～23）】 

  また，その他現場作業が必要となった場合を考慮し，内蔵電

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載内容の相違 

【東海第二】 

①の相違 

・記載内容の相違 

【東海第二】 

①の相違 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

池を備える可搬型照明を配備する。 

【説明資料（2.2:11 条－24～25）】 

10.11.2 設計方針 

  安全避難通路には，その位置を明確かつ恒久的に表示するこ

とにより，容易に識別できるように避難用照明を設置する。ま

た，避難用照明は，照明用の電源が喪失した場合においても機

能を損なうおそれがないようにする。さらに，設計基準事故が

発生した場合に用いる照明（避難用の照明を除く。）及びその専

用の電源を設ける。  【説明資料（2.2:11条－13）（別紙 1）】 

10.11.3 主要設備 

10.11.3.1 照明設備 

  照明用電源は，パワーセンタ，モータコントロールセンタ等

の所内低圧系統から原子炉建屋内，タービン建屋内及びサービ

ス建屋内の照明設備へ給電する。

  中央制御室及びその他必要な場所の非常灯及び誘導灯は，常

用母線又は非常用母線から給電するとともに，照明用の電源が

喪失した場合には非常用ディーゼル発電機，蓄電池又は内蔵蓄

電池から給電する。 

【説明資料（2.2:11条－13）】 

  設計基準事故が発生した場合に用いる照明として，避難用の

照明とは別に，非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明

を設置する。 

【説明資料（2.2:11 条－8～23）】 

  非常用照明は，外部電源喪失時にも必要な照明を確保できる

ように非常用母線に接続し，非常用ディーゼル発電機からも電

力を供給できる設計とする。 

  直流非常灯は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処

するために必要な電力の供給が常設代替交流電源設備から開始

される前までの間，点灯可能なように蓄電池（非常用）からの

電力を供給できる設計とする。蓄電池（非常用）は非常用低圧

母線からの給電により充電状態で待機する設計とする。 

  蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等

に対処するために必要な電力の供給が常設代替交流電源設備か

ら開始される前までの間，点灯可能なように内蔵蓄電池から電

力を供給できる設計とする。蓄電池内蔵型照明の内蔵蓄電池は，

常用母線又は非常用母線からの給電により充電状態で待機する
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

設計とする。 

  これらの作業用照明により，設計基準事故で操作が必要とな

る場所及びアクセスルートの照明を確保でき，昼夜，場所を問

わず作業が可能な設計とする。 

  また，設計基準事故に対応するための操作が必要な場所には，

作業用照明を設置することにより作業が可能であるが，万一，

作業用照明設置箇所以外での対応が必要になった場合には，初

動操作に対応する運転員が滞在している中央制御室及び廃棄物

処理操作室に配備する可搬型照明（内蔵電池にて点灯可能なＬ

ＥＤライト等）を活用する。 【説明資料（2.2:11条－24～25）】 

10.11.4 手順等 

  安全避難通路等は，以下の内容を含む手順を定め，適切な管

理を行う。 

(1) 非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，外観検

査及び性能検査を行う。 

(2) 可搬型照明は，万一，作業用照明設置箇所以外での対応が

必要になった時に迅速に使用できるよう，必要数及び保管場

所を定める。 

(3) 可搬型照明は，員数確認及び点灯確認を行う。
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

1.2 適合のための基本方針 

1.2.1 設置許可基準規則第11 条第1 項及び第2 項に対する基本

方針 

発電用原子炉施設は，安全避難通路及び安全避難通路の位置を

明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として非常灯及び誘導

灯を設置する設計とする。 

避難用の照明の電源が喪失した場合においても，点灯可能なよ

う非常灯及び誘導灯に蓄電池を内蔵する設計とする。 

また，新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の

安全避難通路等について，別紙2 に示す。 

2．追加要求事項に対する適合方針 

2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

設計基準事故が発生した場合に事故の拡大防止，収束させる

ために必要な操作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる

作業場所，及び安全施設が安全機能を損なわないために必要な操

作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる作業場所を第

2.1-1 図のとおり抽出し，第2.1-1 表のとおり，発電用原子炉の

停止，停止後の冷却及び監視等の操作が必要となる中央制御室，

現場機器室，緊急時対策所及び現場機器室へのアクセスルート

に，避難用の照明とは別に作業用照明を設置する設計とする。 

第2.1-1 図 作業用照明が必要となる作業場所の抽出フロー 

2. 安全避難通路等

2.1 設置許可基準規則第 11 条第 1 項第 1 号及び第 2 号に対する

方針 

  発電用原子炉施設は，安全避難通路及び安全避難通路の位置

を明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として非常灯及び誘

導灯を設置する設計とする。 

  非常灯及び誘導灯については，照明用の電源が喪失した場合

においても，点灯可能な設計とする。 

  また，新規制基準対応に伴い，新たに耐火壁及び防火扉を設

ける場所については，新たな配置に応じた安全避難通路を確保

するとともに，その位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の

照明を設置する設計とする。 

  なお，新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備

の安全避難通路等について，別紙 1に示す。 

2.2 設置許可基準規則第 11 条第 1 項第 3 号（追加要求事項）に

対する方針 

2.2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

  設計基準事故が発生した場合に事故の拡大防止，収束させる

ために必要な操作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる

作業場所，並びに安全施設が安全機能を損なわないために必要

な操作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる作業場所を

第 2.2.1－1 図のとおり抽出し，第 2.2.1－2 表のとおり，発電

用原子炉の停止，停止後の冷却及び監視等の操作が必要となる

中央制御室，現場機器室及び現場機器室へのアクセスルートに，

避難用の照明とは別に作業用照明を設置する設計とする。 

第 2.2.1－1図 作業用照明が必要となる作業場所の抽出フロー 

1.2 適合のための基本方針 

1.2.1 設置許可基準規則第 11 条第 1 項及び第 2 項に対する基本

方針 

発電用原子炉施設は，安全避難通路及び安全避難通路の位置

を明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として非常灯及び誘

導灯を設置する設計とする。 

避難用の照明の電源が喪失した場合においても，点灯可能な

よう非常灯及び誘導灯に蓄電池を内蔵する設計とする。 

また，新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備

の安全避難通路等について，別紙 2に示す。 

2. 追加要求事項に対する適合方針

2.1 設計基準事故対策のための作業場所の抽出 

設計基準事故が発生した場合に事故の拡大防止，収束させる

ために必要な操作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる

作業場所，及び安全施設が安全機能を損なわないために必要な

操作及び作業時に用いる作業用照明が必要となる作業場所を第

2.1-1図のとおり抽出し，第 2.1-1表のとおり，発電用原子炉の

停止，停止後の冷却及び監視等の操作が必要となる中央制御室，

現場機器室，緊急時対策所及び現場機器室へのアクセスルート

に，避難用の照明とは別に作業用照明を設置する設計とする。 

第 2.1-1図 作業用照明が必要となる作業場所の抽出フロー 

・記載内容の相違

【東海第二】 

火災関係に限らず必

要に応じ実施するため，

島根は柏崎 6/7 と同様

に記載していない 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.1－1 表 作業用照明が必要となる作業場所 第 2.2.1－2表 作業用照明が必要となる作業場所 第�2.1-1�表 作業用照明が必要となる作業場所 ・設備の相違

【柏崎 6/7】 

必要な作業場所の抽

出結果の相違 

（以下，②の相違） 

【東海第二】 

②の相違

島根は表の選定項目

③⑥を柏崎と同様に抽

出 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

※：屋外からの動線は，「1.0 重大事故等対処設備における共通

事項 1.0.2 共通事項 (1)重大事故等対処設備に係る事項 

b．アクセスルートの確保」参照 

・記載内容の相違

【東海第二】 

島根は柏崎と同様に

屋外から動線は技術的

能力を参照の旨記載
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

※．屋外からの動線は，「1.0 重大事故等対策における共通事項 

1.0.2 共通事項 (1)重大事故等対処設備に係る事項 b．アクセス

ルートの確保」参照
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

2.2 作業用照明の設計方針 

作業用照明は，常用照明，非常用照明，直流非常灯及び蓄電池

内蔵型照明を設置する設計とする。（第2.2－1表） 

非常用照明は，外部電源喪失時にも必要な照明が確保できるよ

う，非常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。 

直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時か

ら重大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代替交流

電源設備から開始される前までに必要な操作を実施する中央制御

室及び現場機器室に設置し，全交流動力電源喪失時から重大事故

等に対処するために必要な電力の供給が常設代替交流電源設備か

ら開始される前まで (約70分間に余裕を考慮し12時間以上)点灯

可能な設計とする。 

非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，設計基準事

故が発生した場合に必要な操作が行えるよう，建築基準法施行令

第126条の五に準拠した非常灯と同等以上の照度を有する設計と

する。 

2.2.2 作業用照明の設計方針 

  作業用照明として，非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵

型照明を設置する設計とする。（第 2.2.2－1表） 

  非常用照明は，外部電源喪失時にも必要な照明が確保できる

ように非常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とす

る。 

  また，非常用照明は，外部電源喪失により常用照明が停電し

た場合においても適切な運転操作が可能なように，中央制御室，

原子炉建屋各階等に設置する設計とする。なお，外部電源喪失

時に，確認，操作が必要となる電気室，非常用電源の供給元と

なる非常用ディーゼル発電機室（高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機室を含む）及び蓄電池室については，非常用照明を主

な照明とする。 

    直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時

から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代替

交流電源設備から開始される前まで（約 95 分間）においても点

灯できるように蓄電池又は内蔵蓄電池から電力を供給できる設

計とする。 

  また，直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源

喪失時に作業が必要となる現場機器室，そのアクセスルート及

び中央制御室に設置する設計とする。 

  非常用照明，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，設計基準

事故が発生した場合に必要な操作が行える照度を有する設計と

する。 

    照明電源系統図，照明装置の例及び照明配置図を，各々第

2.2.2－2図，第 2.2.2－3図及び第 2.2.2－4図に示す。 

2.2 作業用照明の設計方針 

作業用照明として，非常用照明，直流非常灯及び電源内蔵型

照明を設置する設計とする。（第 2.2-1表） 

非常用照明は，外部電源喪失時にも必要な照明が確保できる

よう，非常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。 

直流非常灯及び電源内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時か

ら重大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代替交

流電源設備から開始される前までに必要な操作を実施する中央

制御室及び現場機器室に設置し，全交流動力電源喪失時から重

大事故等に対処するために必要な電力の供給が常設代替交流電

源設備から開始される前まで(70 分間に余裕を考慮し 8 時間以

上)点灯可能な設計とする。 

非常用照明，直流非常灯及び電源内蔵型照明は，設計基準事

故が発生した場合に必要な操作が行えるよう，建築基準法施行

令第 126 条の五に準拠した非常灯と同等以上の照度を有する設

計とする。 

・方針，設備の相違

【柏崎 6/7】 

非常用電源に接続し

ている照明のみ記載 

（以下，③の相違） 

・記載の適正化

【東海第二】 

島根は非常用ディー

ゼル発電機から電源供

給する旨を前の段落で

記載している 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

直流非常灯及び電源

内蔵型照明の点灯可能

時間が相違しているが，

全交流動力電源喪失時

に常設代替交流電源設

備から開始されるまで

の約 70 分間を満足して

いることは同様 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－1表 作業用照明の種類，給電元及び設置場所について 

※5号炉原子炉建屋内緊急時対策所内作業については，建屋内に設

置する蓄電池内蔵型照明を使用し，建屋内に設置する非常用照

明が使用可能な場合は当該照明も使用する。 

第2.2－1 図に作業用照明電源系統図，第2.2－2 図に作業用照

明装置，第2.2－3 図に作業用照明配置図を示す。 

第 2.2.2－1表 照明の種類，給電元及び設置場所 

（参考） 

緊急時対策所建屋には，常用照明及び蓄電池内蔵型照明を設置

する。 

第 2.2-1表 作業用照明の種類，給電元及び設置場所について 

※ 蛍光灯等は，蛍光灯，ＬＥＤ灯をいう。

第 2.2-1 図に作業用照明電源系統図，第 2.2-2 図に作業用照

明装置，第 2.2-3，4図に作業用照明配置図を示す。 

・方針，設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

③の相違

島根は備考で照明の

発光方式の補足を記載 

・設備の相違，記載の適

正化 

【東海第二】 

島根は追加要求事項

施行以降に設計基準対

象施設として設置した

緊急時対策所を記載 

東海第二は表外に参

考として記載 

島根は直流非常灯を

現場の一部に設置 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根の緊急時対策所

は，全て２号炉の非常用

母線から電源供給して

いる 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－1 図 作業用照明電源系統図（6 号炉）(1/3) 第 2.2.2－2図 照明電源系統図（既設系統） 第2.2-1図 作業用照明電源系統図（１／２） ・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

電源構成の相違 

島根は，非常用ディー

ゼル発電機から受電可

能 

（以下，④の相違） 

第2.2－1 図 作業用照明電源系統図（7 号炉）(2/3) 

第2.2－1 図 作業用照明電源系統図（7 号炉）(2/3) ・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根は単独申請であ

り，該当なし 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－1 図 作業用照明電源系統図（5 号炉原子炉建屋内緊急時

対策所）(3/3) 

第2.2-1図 作業用照明電源系統図（緊急時対策所）（２／２） ・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

電源構成の相違 

④の相違

・記載場所の相違

【東海第二】 

東海第二は別紙１の

第 1－2図に記載 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－2 図 作業用照明装置 第2.2.2－3図 照明装置（例） 第2.2-2図 作業用照明装置 ・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

採用している照明設

備の相違 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

11 条審査後，10 条審

査において中央制御室

の照度を 700 ルクスに

見直したことによる訂

正 

18



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(1/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(1／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（１／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(2/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(2／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（２／14） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(3/27) 第 2.2.2－4図 照明配置図(3／9) 第�2.2-3�図 作業用照明配置図 各建物（３／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(4/27) 第 2.2.2－4図 照明配置図(4／9) 第�2.2-3�図 作業用照明配置図 各建物（４／14） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(5/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(5／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（５／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(6/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(6／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（６／14） 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(7/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(7／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（７／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(8/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(8／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（８／14） 

22



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(9/27) 第2.2.2－4図 照明配置図(9／9) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（９／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(10/27) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（10／14） 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(11/27) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（11／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(12/27) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（12／14） 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(13/27) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（13／14） 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(14/27) 第2.2-3図 作業用照明配置図 各建物（14／14） 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(15/27) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(16/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(17/27) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(18/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(19/27) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(20/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(21/27) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(22/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(23/27) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(24/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(25/27) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(26/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 6号及び7号炉各建屋(27/27) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所

(1/4) 

第2.2-4図 作業用照明配置図 緊急時対策所 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所

(2/4) 

第2.2－3 図 作業用照明配置図 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所

(3/4) 
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第2.2－3 図 作業用照明配置図 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所

(4/4) 
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2.3 可搬型照明の設計方針 

可搬型照明は，以下のとおり配備する設計とする。 

（1）全交流動力電源喪失時に現場機器室（非常用電気品室等）ま

での移動について 

全交流動力電源喪失時に現場機器室（非常用電気品室等）ま

での移動に必要な照度を確保できるよう可搬型照明を配備する

設計とする。 

可搬型照明については，使用時に即使用できるように内蔵電池

にて点灯可能な懐中電灯及び乾電池内蔵型照明（ヘッドライト

（ヘルメット装着用））を用い，中央制御室から作業現場に向か

うまでに必要となる時間（事象発生から約10 分）までに十分準

備可能なように初動操作に対応する運転員が常時滞在している

中央制御室に配備する。 

（2）非常用ガス処理系配管の補修について 

非常用ガス処理系配管補修を実施時，狭隘部については，必要

な照度を確保できるよう可搬型照明を配備する設計とする。な

お，可搬型照明としてLEDライト（フロアライト）を用いること

により，補修箇所を十分認識できること，および補修を実施可能

な照度が確保されていることを確認している。（第2.3－1図） 

可搬型照明については，内蔵電池を備えるとともに，現場復旧

要員が持参し，使用時に即使用できるように内蔵電池にて点灯可

能なLEDライト（フロアライト）を用い，作業開始前に準備可能

なように大湊側高台保管場所に配備する。 

配管補修箇所（可搬型照明なし） 配管補修箇所（可搬型照明2台使用） 

第2.3－1 図 非常用ガス処理系配管補修で可搬型照明が必要とな

る場所の現場状況 

2.2.3 可搬型照明の設計方針 

 設計基準事故時における対応操作，また全交流動力電源喪失

時に現場操作等の対応が必要となる電気室については，現場へ

の移動や操作を考慮した位置に蓄電池内蔵型照明等の作業用照

明を設置している。 

2.3 可搬型照明の設計方針 

可搬型照明は，以下のとおり配備する設計とする。 

（1）全交流動力電源喪失時に現場機器室（非常用電気室等）まで

の移動について 

全交流動力電源喪失時に現場機器室（非常用電気室等）まで

の移動に必要な照度を確保できるよう可搬型照明を配備する設

計とする。 

可搬型照明については，使用時に即使用できるように内蔵電

池にて点灯可能な懐中電灯及びヘッドライトを用い，中央制御

室から作業現場に向かうまでに必要となる時間（事象発生から

約10分）までに十分準備可能なように初動操作に対応する運転

員が常時滞在している中央制御室に配備する。 

（2）非常用ガス処理系配管の補修について 

非常用ガス処理系配管補修を実施時，狭隘部については，必

要な照度を確保できるよう可搬型照明を配備する設計とする。

なお，可搬型照明として，ＬＥＤライト（フロアタイプ）を用

いることにより，補修箇所を十分認識できること，及び補修を

実施可能な照度が確保されていることを確認している。（第

2.3-1図）  

可搬型照明については，内蔵電池を備えるとともに，現場復

旧要員が持参し，使用時に即使用できるように内蔵電池にて点

灯可能なＬＥＤライト（フロアタイプ）を用い，作業開始前に

準備可能なようにアクセスルート上にある第２チェックポイン

ト（管理区域の出入管理室）に配備する。

配管補修箇所（可搬型照明なし） 配管補修箇所（可搬型照明使用） 

第2.3-1図 非常用ガス処理系配管補修で可搬型照明が必要とな

る場所の現場状況 

・設備の相違

【東海第二】 

東海第二は蓄電池内

蔵型照明等の作業用照

明を設置しているのに

対し，島根は非常用照

明，電源内蔵型照明の他

に可搬型照明も用いる 

（以下，⑤の相違） 
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（3）5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備からの受

電について 

5号炉東側保管場所に設置する5号炉原子炉建屋内緊急時対策

所用可搬型電源設備からの受電時の操作（受電完了まで約25分）

については,必要な照度を確保できるよう可搬型照明を配備する

設計とする。なお，可搬型照明として懐中電灯及び乾電池内蔵型

照明（ヘッドライト(ヘルメット装着用)）を用いることにより，

夜間において操作可能な照度が確保されていることを確認して

いる。（第2.3－2図） 

可搬型照明については，内蔵電池を備えるとともに，5号炉原

子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備起動対応の要員が持

参し，使用時に即使用できるように内蔵電池にて点灯可能な懐中

電灯及び乾電池内蔵型照明（ヘッドライト（ヘルメット装着用））

を用い，作業開始前に準備可能なように5号炉定検事務室又はそ

の近傍に設置する執務場所又は宿泊場所及び第二企業センター

又はその近傍に設置する執務場所又は宿泊場所に配備する。 

第2.3－2 図 5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備

から受電時の操作（夜間時） 

（1）～（3）項以外の作業については，建屋内に作業用照明を確

保するため，可搬型照明を使用せずとも操作に必要な照明は確保

される。 

一方，何らかの要因で作業用照明が機能喪失する可能性も考慮

し，初動操作に対応する運転員及び初動対応要員が通常滞在する

中央制御室等に懐中電灯等の可搬型照明を配備し，昼夜，場所を

問わず作業を可能とする。 

可搬型照明は，乾電池内蔵型照明（ヘッドライト(ヘルメット

装着用)）を運転員及び5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所立ち上

  作業用照明により操作に必要な照明は確保されるが，万一，

作業用照明設置箇所以外での対応が必要になった場合には，運

転員が滞在している中央制御室及び廃棄物処理操作室に配備す

る十分な数量の可搬型照明（ＬＥＤライト，ランタン，ヘッド

ライト）を活用し，昼夜，場所を問わず作業を可能とする。

（3）緊急時対策所用発電機からの受電について 

屋外（緊急時対策所北側）に配備する緊急時対策所用発電機

からの受電時の操作（受電完了まで約60分）については,必要な

照度を確保できるよう可搬型照明を配備する設計とする。なお，

可搬型照明として懐中電灯及びヘッドライトを用いることによ

り，夜間において操作可能な照度が確保されていることを確認

している。（第2.3-2図） 

可搬型照明については，内蔵電池を備えるとともに，緊急時

対策所用発電機起動対応の要員が持参し，使用時に即使用でき

るように内蔵電池にて点灯可能な懐中電灯及びヘッドライトを

用い，作業開始前に準備可能なように，初動対応要員の宿泊場

所である免震重要棟に配備する。  

第2.3-2 図 緊急時対策所用発電機から受電時の操作（夜間時） 

（1）～（3）項以外の作業については，建物内に作業用照明

を確保するため，可搬型照明を使用せずとも操作に必要な照明

は確保される。 

一方，何らかの要因で作業用照明が機能喪失する可能性も考

慮し，初動操作に対応する運転員及び初動対応要員が通常滞在

する中央制御室等に懐中電灯等の可搬型照明を配備し，昼夜，

場所を問わず作業を可能とする。 

可搬型照明は，ヘッドライトを運転員及び緊急時対策所立ち

上げ要員，緊急時対策所用発電機起動対応要員全員に配備する

・設備，運用の相違

【柏崎 6/7】 

受電可能な時間は，緊

急時対策所用発電設備

の機器構成の相違。 

起動準備操作手順の

相違 

・設備の相違

【東海第二】 

⑤の相違

・設備の相違

【東海第二】 
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げ要員，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備起動

対応要員全員に配備するとともに，中央制御室，現場機器室，5 号

炉原子炉建屋内緊急時対策所，5 号炉東側保管場所及び非常用ガ

ス処理系配管ルートでの作業を考慮し，懐中電灯，乾電池内蔵型

照明（ランタンタイプLED ライト），乾電池内蔵型照明（三脚タ

イプLED ライト）及びLED ライト（フロアライト）を配備するこ

とにより，十分な数量を確保する。（第2.3-1 表）また，複数の

可搬型照明（例えば，現場対応時は懐中電灯と乾電池内蔵型照明

（ヘッドライト(ヘルメット装着用)））と予備の乾電池を用意す

ることにより，照明を確保し，電池交換を可能とする。 

なお，乾電池については，可搬型照明が7 日間使用可能な数量

を確保する。 

    また，複数の可搬型照明（例えば，現場対応時はＬＥＤライ

トとヘッドライト）と予備の乾電池を用意することにより，照

明を確保し，電池交換を可能とする。 

 なお，乾電池については，可搬型照明が 7 日間使用可能な数

量を確保する。 

 可搬型照明の保管場所，数量及び仕様を，第 2.2.3－1表に示

す。 

とともに，中央制御室，現場機器室，緊急時対策所及び非常用

ガス処理系配管ルートでの作業を考慮し，懐中電灯，ＬＥＤラ

イト（ランタンタイプ，三脚タイプ，フロアタイプ）を配備す

ることにより，十分な数量を確保する。（第2.3-1 表）また，

複数の可搬型照明（例えば，現場対応時は懐中電灯とヘッドラ

イト）と予備の乾電池を用意することにより，照明を確保し，

電池交換を可能とする。 

なお，乾電池については，可搬型照明が７日間使用可能な数

量を確保する。 

⑤の相違
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第2.3－1 表 可搬型照明の保管場所，数量及び仕様 第 2.2.3－1表  可搬型照明の保管場所，数量及び仕様 第2.3-1表 可搬型照明の保管場所，数量及び仕様 

※ 保管場所，数量，仕様については，今後の検討により変更と

なる可能性がある。 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

可搬型照明の保管場

所，数量及び仕様の相

違。 

11 条審査後，設計進

捗により懐中電灯及び

LEDライトの点灯時間を

変更及び数量の内訳を

変更，３号炉中央制御室

を追記 
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※１． 保管場所，数量，仕様については，今後の検討により変

更となる可能性がある。 

※２． 管理区域での作業可能な10 時間は，1 日当たり所定労

働時間に加え2 時間を超えないこととして決定している

ことから，現場作業中，可搬型照明にて照度を確保可能で

ある。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

懐中電灯，ヘッドライ

トは必要な数を有して

いる。また乾電池は必要

な予備を有している 
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別紙１ 現場操作の確認結果について 

第1 表 運転時の異常な過渡変化およびプラント停止・冷却に対す

る主要操作の整理（1/3） 

別紙2  現場操作の確認結果について 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（1／12） 

３．別紙 

別紙１ 現場操作の確認結果について 

第１表 設計基準事故（運転時の異常な過渡変化を含む）時にプ

ラント冷温停止までに実施する主要操作の確認結果

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

必要な主要操作の相

違 
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第1表 運転時の異常な過渡変化およびプラント停止・冷却に対す

る主要操作の整理（2/3） 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（2／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第1表 運転時の異常な過渡変化およびプラント停止・冷却に対す

る主要操作の整理（3/3） 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（3／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2表 設計基準事故およびプラント停止・冷却に対する主要操作

の整理（1/2） 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（4／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第2表 設計基準事故およびプラント停止・冷却に対する主要操作

の整理（2/2） 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（5／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（6／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（7／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（8／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（9／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（10／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（11／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第１表 設計基準事故等対応時の現場操作の抽出結果（12／12） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別紙2 新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の安

全避難通路等について（設置許可基準規則第11 条第1 項及び第2 

項への適合性） 

1．概要

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の

基準に関する規則」第十一条（安全避難通路等）第１項第一号に

よって要求される『その位置を明確かつ恒久的に表示することに

より容易に識別できる安全避難通路』については，追加設備であ

る5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所に安全避難通路及び安全避

難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として

非常灯及び誘導灯を設置する。 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の

基準に関する規則」第十一条（安全避難通路等）第１項第二号に

よって要求される『照明用の電源が喪失した場合においても機能

を損なわない避難用の照明』については，追加設備である5号炉

原子炉建屋内緊急時対策所に用いる避難用の照明の電源が喪失

した場合においても，点灯可能なよう非常灯及び誘導灯に蓄電池

を内蔵する。 

2．安全避難通路について 

5号炉原子炉建屋内緊急時対策所に設置する安全避難通路及び

避難用の照明配置図を第別紙2－1 図に示す。 

安全避難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照

明として，以下に準拠し蓄電地内蔵の非常灯及び誘導灯を設置す

る。 

・非常灯：建築基準法施行令第126条の四，五及び昭和45年建設

省告示第1830号 

・誘導灯：消防法施行令第26 条及び消防法施行規則第28条

蓄電池は，非常灯については昭和45年建設省告示第1830号に準

拠し30分以上，誘導灯については消防法施行規則第28条に準拠し

20分以上点灯できる容量を有するものとする。 

第別紙2－2 図に避難用の照明装置を示す。 

別紙 1  新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の

安全避難通路等について（設置許可基準規則第 11 条第 1

項第 1号及び第 2号への適合性） 

1. 概要

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備

の基準に関する規則」第 11条（安全避難通路等）第 1項第 1号

によって要求される『その位置を明確かつ恒久的に表示するこ

とにより容易に識別できる安全避難通路』については，追加設

備である緊急時対策所建屋に安全避難通路及び安全避難通路の

位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照明として非常灯及

び誘導灯を設置する。 

    「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備

の基準に関する規則」第 11条（安全避難通路等）第 1項第 2号

によって要求される『照明用の電源が喪失した場合においても

機能を損なわない避難用の照明』については，追加設備である

緊急時対策所建屋に用いる避難用の照明の電源が喪失した場合

においても，点灯可能なように非常灯及び誘導灯に蓄電池を内

蔵する。 

2. 安全避難通路について

安全避難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照

明として，以下に準拠した蓄電池内蔵の非常灯及び誘導灯を緊

急時対策所建屋に設置する。 

非常灯：建築基準法施行令第 126条の四，五及び昭和 45年

建設省告示第 1830号 

誘導灯：消防法施行令第 26 条及び消防法施行規則第 28 条

の三 

    蓄電池は，非常灯については昭和 45 年建設省告示第 1830 号

に準拠し 30 分以上，誘導灯については消防法施行規則第 28 条

の三に準拠し 20分以上点灯できる容量を有するものとする。 

    避難用の照明装置の例，緊急時対策所建屋の照明電源系統図

及び避難用照明配置図を，各々第 1－1 図，第 1－2 図及び第 1

－3図に示す。 

別紙２ 新規制基準適合申請に係る発電用原子炉施設追加設備の

安全避難通路等について（設置許可基準規則第 11条第１項及び第

２項への適合性） 

1．概要

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備

の基準に関する規則」第十一条（安全避難通路等）第１項第一

号によって要求される『その位置を明確かつ恒久的に表示する

ことにより容易に識別できる安全避難通路』については，追加

設備である緊急時対策所及びガスタービン発電機建物に安全避

難通路及び安全避難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避

難用の照明として非常灯及び誘導灯を設置する。 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備

の基準に関する規則」第十一条（安全避難通路等）第１項第二

号によって要求される『照明用の電源が喪失した場合において

も機能を損なわない避難用の照明』については，追加設備であ

る緊急時対策所及びガスタービン発電機建物に用いる避難用の

照明の電源が喪失した場合においても，点灯可能なよう非常灯

及び誘導灯に蓄電池を内蔵する。 

2．安全避難通路について 

緊急時対策所及びガスタービン発電機建物に設置する安全避

難通路及び避難用の照明配置図を別紙2-1及び別紙2-2図に示

す。 

安全避難通路の位置を明確かつ恒久的に表示する避難用の照

明として，以下に準拠し蓄電地内蔵の非常灯及び誘導灯を設置

する。 

・非常灯：建築基準法施行令第126条の四，五及び昭和45年建設

省告示第1830号 

・誘導灯：消防法施行令第26条及び消防法施行規則第28条

蓄電池は，非常灯については昭和45年建設省告示第1830号に

準拠し30分以上，誘導灯については消防法施行規則第28条に準

拠し20分以上点灯できる容量を有するものとする。 

別紙2-3図に避難用の照明装置を示す。 

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根は新規制基準施

行後，緊急時対策所の

他，ガスタービン発電機

建物を設置している 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(1/8) 

第 1－3図 緊急時対策所建屋 避難用照明配置図（1／2） 別紙2-1図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 緊急時対策所 

屋外へ
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(2/8) 

第 1－3図 緊急時対策所建屋 避難用照明配置図（2／2） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(3/8) 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(4/8) 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(5/8) 
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第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(6/8) 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(7/8) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第別紙2－1 図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 5 号炉原

子炉建屋内緊急時対策所(8/8) 
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別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 

ガスタービン発電機建物（１／４） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 ガスタービン

発電機建物（２／４） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 ガスタービン

発電機建物（３／４） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別紙2-2図 安全避難通路及び避難用の照明配置図 ガスタービン

発電機建物（４／４） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第別紙2－2 図 避難用の照明装置 

第 1－1図 避難用の照明装置（例） 

非常灯 

避難口誘導灯 

通路誘導灯（廊下・通路） 

別紙 2-3図 避難用の照明装置（設置例） 
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第 1－2図 照明電源系統図（緊急時対策所建屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載場所の相違 

【東海第二】 

島根は第 2.2-1 図に

記載 
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別添 

東海第二発電所 

運用，手順説明資料 

安全避難通路等 

別添 

島根原子力発電所２号炉 

運用，手順説明資料 

安全避難通路等 
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11条安全避難通路等 

運用，手順に係る対策等（設計基準） 

11条 安全避難通路等 

運用，手順に係る対策等（設計基準） 

11条安全避難通路等 

運用，手順に係る対策等（設計基準） 

・設備の相違

【東海第二】 

⑤の相違により可搬

型の運用手順を記載 

・設備の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は東海第

二と同様に非常用照明

等の検査を実施する 

【東海第二】 

⑤の相違により運用

対策等の理由が異なる 
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